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１．訓練概要 

訓練日 平成 24 年 12 月５日（水） 

参加者 155 行（正会員、準会員、特例会員（ゆうちょ銀行））および金融庁、日本銀行 

訓練方法 机上訓練、一部実働訓練 

訓練シナリオ 午前 10 時に東京湾北部を震源とするマグニチュード 7.3 の地震が発生。最大震度は７で、広範囲の地

域が震度６強となった（震度に応じてＡ～Ｄのエリアに区分し、被害設定）。 

電力、通信等のライフライン・インフラが途絶、機能低下する等の被害が発生するとともに、これに

より警備・運送等の外部委託先との連絡も不能・困難な状況が発生。また、被災日から３日目におい

ても、一部地域(千代田区・中央区等)で停電が継続。 

 

２．訓練結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

首都直下地震を想定した業界横断 BCP 訓練結果（概要） 
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３．まとめ 

本訓練は、首都直下地震発生を想定したはじめての業界横断訓練であることを踏まえ、全体を俯瞰するとともに、業務継

続において基礎的な事項の確認を行ったが、今回の訓練のシナリオ状況、かつ、限られた訓練項目においては、銀行界とし

ては相応の態勢が整備されており、抜本的な見直しを迫られるような問題点は見当たらなかったと考える。 

もっとも、個別の訓練結果を見る限りにおいては、各行の態勢整備状況には差異が見られ、より一層の態勢強化が必要で

あると考えられる項目も少なからずあった。各行には、自行の BCP を再点検し、その機能維持のための対策の充実・強化を

図ることを期待したい。 

また、全銀協としても、ガイドラインの見直し等により各行の態勢整備状況の底上げを促すとともに、業界横断訓練の実

施や業界内連携の確立などを通じて、各行の業務継続態勢の向上に寄与し、延いては銀行界全体の業務継続態勢の向上に資

するような取組みを継続して参りたい。 


